
 
  ３０．６．１５ 

海上幕僚監部 

（お知らせ） 

 

平成３０年度米国派遣訓練について 

 

 

海上自衛隊は、次により平成３０年度米国派遣訓練を実施します。 

 

１ 目 的 

米海軍の協力を得て、洋上訓練、施設利用訓練等を実施するとともに、米海軍が主催す

る多国間共同訓練ＲＩＭＰＡＣ２０１８に参加することにより、海上自衛隊の戦術技量の

向上を図るとともに、参加国との相互理解の増進及び信頼関係の強化を図る。 

 

２ 期 間 

  平成３０年６月１６日（土）～８月２０日（月） 

  （ＲＩＭＰＡＣ２０１８：平成３０年６月２７日（水）～８月２日（木）） 

 

３ 場 所 

  日本からグアム島、ハワイ諸島を経て日本に至る海空域及びこれらの周辺海空域並びに

カリフォルニア州周辺海域 

 

４ 派遣部隊 

（１）派遣部隊指揮官 

   第２護衛隊群司令 海将補 大判 英之（おおばん ひでゆき） 

（２）派遣護衛艦部隊 

指揮官：第２護衛隊群司令 海将補 大判 英之（おおばん ひでゆき）  

艦 艇：護衛艦「いせ」（搭載航空機３機） 

人 員：約３９０名 

（３）派遣航空部隊 

指揮官：第５航空隊 ２等海佐 宮崎 裕介（みやざき ゆうすけ） 

航空機：Ｐ－３Ｃ哨戒機 ２機 

人 員：約６０名 

（４）派遣掃海部隊 

指揮官：掃海隊群司令部 ３等海佐 深坂 一磨（ふかさか かずま） 

人 員：約１０名 

 



５ ＲＩＭＰＡＣ２０１８参加国等 

（１）参加予定国（２６か国） 

   米国、オーストラリア、ブラジル、ブルネイ、カナダ、チリ、コロンビア、フランス、

ドイツ、インド、インドネシア、イスラエル、日本、マレーシア、メキシコ、オランダ、

ニュージーランド、ペルー、フィリピン、韓国、シンガポール、スリランカ、タイ、 

  トンガ、英国、ベトナム 

※下線は初参加国 

（２）参加予定兵力 

   艦艇４７隻、潜水艦５隻、航空機約２００機、人員約２５,０００人以上 

（３）訓練内容 

   対潜戦・対水上戦・対空戦・対機雷戦等、各種戦術訓練を実施するほか、ミサイル等

発射訓練、海賊対処及びＨＡ／ＤＲに係る訓練等を実施します。 

※ ＨＡ／ＤＲ（Humanitarian Assistance／Disaster Relief：人道支援・災害救援） 

 

６ その他 

（１）派遣護衛艦部隊は、グアムからハワイまでの航程において、アジア方面からＲＩＭＰ

ＡＣ２０１８に参加する日・米・印・シンガポール・フィリピン・マレーシアによる巡

航訓練を実施します。 

（２）ＲＩＭＰＡＣは、１９７１年からほぼ隔年毎実施され、今回で２６回目となります。 

 また、海上自衛隊は１９８０年から参加しており、今回で２０回目の参加となります。 

 


